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日本ボーイスカウト愛知連盟 尾張東地区 第５期 総会次第 

第一部 開会式 

 
開会の言葉 

 

 
国旗儀礼、国歌斉唱 コミッショナー 

 
協議会長挨拶 横江協議会長 

 

スカウト紹介 

富士スカウト ・ 隼 スカウト  

 

中谷コミッショナー 

   

第二部 議案審議   

議長選出 
  

総会成立確認 定足数確認報告 

(議員数 １８０ 名) 

出席 １０５名 委任状 ３７名 

事務局 

 

議案   

 
第1 号議案 平成2６年度事業報告の件 

地区委員長、ｺﾐｯｼｮﾅｰ 

各運営委員長 

 
第2 号議案 平成2６年度決算・会計監査報告の件 会計係、事務局、監事 

 
第３号議案 新地区役員選任の件 地区委員長 

 
第４号議案 平成2７年度事業計画の件 

地区委員長、ｺﾐｯｼｮﾅｰ 

各運営委員長 

 
第5 号議案 平成2７年度予算案の件 会計係、事務局 

 
議案審議 議長 

 
報告事項      危機管理委員会設置について 地区委員長 

  

第三部 閉会式  

 
協議会長 挨拶 横江協議会長 

 
連盟歌斉唱 指揮 石川保子 氏 

 
国旗儀礼 中谷コミッショナー 

 
閉会の言葉  
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第1 号議案 平成2６年度事業報告の件 

 

組織・拡充委員会 

 

事業報告 

１. 定例会6回（内登録説明会１回）開催 

２. 加盟登録現況調査（9末現在）の実施 

３. 加盟登録審査支援 

４. 各団追加登録と県報告書を作成 

５. 地区誌（はやぶさ）を３回発行 

６. 地区WEBの更新 

  ・第23回世界ジャンボリーの専用ページの開設 

  ・平成26年度ビーバースカウトラリーの専用ページの開設 

  ・第2回ボーイスカウト東海４県連盟合同野営大会シンボルマーク募集 

  ・新ユニフォームに関して 

  ・地区フェイスブック運用 

  ・各委員会から依頼された資料の掲載 

  ・地区ＨＰ有料広告要綱要項の掲載 

  ・名古屋キャンピングカーフェアーへのリンク 

  ・他地区とのリンク 

７． 地区分布図・学校区の更新作業中（外部ページ） 

８． ボーイスカウト図画コンテスト尾張東地区展の開催（予定） 

９． 文書共有用にインターネット上仮想ドライブ（グーグルドライブ）の運用 

１０． 愛知連盟図画写真コンテストへの出品と奉仕及び表彰式参加 

１１． 委員会内でミニ講演会を開催しました。（春日井4団）（北名古屋2団） 

 

評価反省 

 ・昨年度に続き3部会制（総務・登録・広報）にて効率的な運営ができました 

 ・地区の主要な会議記録概要を発表し組織委員の意識向上に努め、他部門連携の重要性認識を高めました 

 ・加盟登録現況調査を実施し（9月末現在）追加登録者獲得促進を図る事ができました。 

  毎月の登録状況増減表を発表し、ほぼ全団が追加を達成できた 

 ・団研履修率60％に対して半数程度の達成となり次期以降の課題としていきます 

 ・地区WEBの活用を見直し管理された情報展開と利用率向上のアピールを強化していきます 

 ・委員会への出席が無い団が3個団あり欠席連絡もありませんでした 

 ・地区誌「はやぶさ」の原稿が集まらず予定通り発行できなかった（2月→3月） 

  

 

スカウト進歩委員会 

 

事業報告 

 １．事業目標に対して 

   四つの目標を掲げてその実行をお願いしました。昨年同様、集計表を作りそれをメンバー全  

  員に開示して喚起を促しましたが、達成率は捗捗しく有りませんでした。 

   詳細は、｢評価反省と今後の方策」の項目にて述べます。 

 ２．運営委員会の開催と参加 

  ・ 地区運営委員会開催 

    地区年間プログラムに従って、地区スカウト委員会を６回開催しました。 

  ・ 県連スカウト委員会への参加 

    ５回開催の定例委員会の総てと一泊のスカウト進歩委員研修会に参加し、内容を地区へ伝 

   達しました。また、所属する部会の事業を実施しました。そして、県連の富士スカウト面接 

   会に参席し県コミの考え方を地区面接に反映させました。 

 ３．スカウト対象技能章講習会の開催 
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   ・ 2014/4/06    看護章講習会         小牧市民会館 

   ・ 2014/4/19-20   炊事章・野営章一泊講習会      多治見市民の里地球村 

・ 2014/7/05-06    救急章講習会                小牧中部公民館 

   ・ 2014/9/28-29   炊事章・野営章一泊講習会      申込2名につき中止 

    ・ 2014/12/06-07   救急章講習会         尾張旭市勤労福祉会館 

   ・ 2015/01/18    茶道章講習会         江南市老人福祉センター 

    以上５回の講習会を開催しました。詳細は技能章講習会報告を提出致しております。 

 ４．地区スカウトフォーラムの開催 

   ７月２６－２７日犬山福祉会館⇒犬山野外活動センターにて開催し、２名の代表を県連のフ 

  ォーラムへ送り出しました。残念なことに、参加団は８／２３ヶ団と半数に満たなかったです。 

   この実施には、地区ＲＳの支援を受けました。 

   また、１２月２３日アフターフォーラムを実施しました。アフターフォーラムの参加団は、 

  １２／２３ヶ団でした。 

   何れも、全隊参加の目標には程遠い結果でした。 

 ５．宗教章講習会開催 

  ９月～１１月江岩寺にて開催し５名が修了しました。 

 ６．菊スカウト章進級スカウト 

   昨年度より９名増の３５名が進級しました。 

   しかし、何れも、ベンチャー章課目のマスターバッジ、ターゲットバッジが足りていません。 

  また、信仰奨励章修得を奨めていますが成果は僅かでした。ＢＳ担当副コミッショナーへのお 

  願い事項です。 

 ７．隼章進級スカウト 

   昨年同様の６名が進級しました。（春日井2、犬山7、江南1、瀬戸1、春日井3、春日井8、  

  各1名） 

 ８．富士スカウト章進級スカウト 

   平成２５年度：福和 樹（春日井３）が進級しました。 

平成２６年度：三名が進級を果たしました。 

   舩橋菜月（春日井２）、村瀬颯馬（春日井８）、松原彩香（瀬戸1） 

 ９．技能章修得者 

   ６７名（2015/0３/２９現在）  昨年度の２０名減の悲しい実績です。 

 

 

評価反省と今後の方策 

 1.  2014年度事業目標に関して 

  ▲ 目標 

   ① 総ての団のスカウト進歩委員は、自己の年間目標を掲げ、その遂行について毎月末 

     にＰＤＣＡを行い、自団の団委員会にて報告する 

   ② 年間目標には、次の項目を含む事を期待する 

    1) BS初級～菊、VS章・隼・富士の団面接を実施して遅滞なく地区に報告する 

      団面接会には、個人進歩記録の面接会提出を義務付ける指導を行う 

       1)が達成した団のスカウト進歩委員は 

       2) CS．BS．VS．の個人進歩記録帳を遅滞なく各隊から入手し、進歩を評価する 

      その結果を団委員会に報告し、進歩の遅れが有れば団委員長に改善を提案する 

   ③ 団委員は自己の役務を理解し、その遂行に最善をつくす。この為の自己研鑽を 

     怠らない 

   ④ 菊章＞30名、隼章＞６名以上、富士章＞1名以上、技能章申請者70名以上の 

     数値目標を掲げる 

 

  ▲ 評価反省 

   ① 委員会毎にお願いをして、報告書提出は１２／２３ヶ団でした。これは「昨年度から進 

     捗無し」の値ですが、5回／１２ヶ月以下ですが、報告を頂いた団が６個団あります。 

     この進捗は認められる成果です。 

   ②－1) 団面接報告の提出は、１７／２３ヶ団でした。この内、ＢＳ初級～ＶＳまでの実施 
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     報告があった団は４ヶ団です。完全実施を委員会にてお願いしましたが、残念な結果に 

     終わりました。次年度への継続課題とします。 

   ②－2) 団委員の進歩状況掌握は５０％以下でした。8月末実施の県連進歩調査アンケート 

     に「進歩記録有り」と回答された団は８０％を越えましたが、委員会内で話し合った結 

     果はこれと大きく異なりました。 

     スカウト進歩委員（即ち団）が、スカウト個人進歩記録を遅滞なく掌握している団は、 

     地区の半数を切る現実です。  

   ③ 自己研鑽は、定例会議の情報交換会（懇談会）を通じて、向上が認められます。数値評 

     価は出来ません。 

   ④ 進級の数値目標 

     菊章： 目標３０名＞ 結果３５名    達成率１１７％ 

     隼章： 目標 ６名＞ 結果 ６名    達成率１００％ 

     富士章：目標 １名＞ 結果 ３名    達成率３００％ 

     技能章：目標７０名＞ 結果６７名    達成率 ９６％ 

   ● ①～④のまとめとしては、残念ながら６０点の出来上がりです。 

 

  ▲ 今後の方策 

   ① 各団、団委員会・団会議で「進歩報告」の議題を掲げて貰うことをお願いします。 

     これは、団担当コミッショナーが、団訪問時に依頼して頂く事を依頼します。と同時に 

     団委員長会議などの機会を捉えてアピールします。 

   ② 今期は、「団面接の実施に焦点を絞り、目標到達に注力します」と一点集中を計りまし 

     たが目的は達成できませんでした。来期も重点目標を絞り、団委員様の活力向上を目指 

     します。 

     来期の重点目標は２点。一つは、地区方針である進級スカウトの人数、数値目標の達成。 

     もう一つは、今期に続いて、団面接の完全実施とします。 

 

 2. 委員会運営に関して 

   ２３個団の運営委員が一堂に会しての会議では、発言する委員が少数に限られる事が悩みで 

   したが、小グループに分かれた「情報交換会」を設けることによって、その悩みは解決しまし 

   た。来期も、小グループを固定化して、グループ長・記録係を輪番制にし、定例会議の活性化 

   を図ります。 

  

 ３．事業に関して 

   技能章講習会、フォーラム共に参加スカウトの減少傾向が認められ心配です。 

   ９月一泊技能章が、参加者２名で中止となった最たる現れです。以降、回復傾向にはあり 

   ますが油断は大敵です。 

   来期は、ＶＳ隊長会の意向を採り入れて開催時期の変更・改善を行います。 

   参加スカウトの低迷は、ＶＳ部門の進歩沈滞が主因と考えられます。ＶＳのみならず部門担 

   当コミッショナーと手を繋いで、指導者のスキルアップをお願いし、ＶＳ隊活動の活性化、隼・ 

   富士を目指すスカウトの育成を具体的に進める所存です。 

   特に、来期は、ＣＳ部門とＢＳ部門の教育規定が改訂されます。各担当のコミッショナーに、 

   隊長の知識と技能の向上をお願いせねばなりません。 
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指導者トレーニング委員会 

 

事業報告 

 ・地区運営方針に準拠し、指導者の資質の向上を図る。 

 ・地区内で開催する定型及び定型外訓練の円滑な運営を通じ、指導者の自己研鑽に寄与する。 

 ・地区内指導者、団委員（長）へのインサービス・サポート体制の確立に寄与する。 

 ・愛知連盟指導者トレーニング委員会へ参画し、日本連盟及び県連盟への協力及び伝達される情報の地区内展

開、また、周知を行う。 

 

（各事業の日程は地区事業報告参照） 

1.  県連盟指導者トレーニング委員会への参画 

2.  地区指導者トレーニング委員会の開催（年間５回） 

3. 指導者訓練研修会・講習会等の開催 

     定型訓練（日本連盟主管） 

     ・団委員研修所（尾張地域）・1回 

     ・ボーイスカウト講習会・2回 

     ・安全セミナー・1回 

     定型外訓練（県連盟主催） 

     ・プログラムセミナー（尾張地域・BVS部門）・1回 

定型外訓練（地区主催） 

     ・救急法講習会・1回    ・団委員研修会・2回 

・隊指導者研修会・2回   ・野営法研修会・１回 

※各訓練の開催日程・会場等は、地区年間行事報告参照。 

   4. 指導者トレーニング運営委員の、自己研鑽実施 

     ・委員会の都度、テーマを設けて研修 

5. 地区指導者トレーニングチームとの協働（指導者訓練の開発と研究 

（評価）→指導者訓練の開発と研究に関しては、継続して協働する。 

 

各団定型・定形外訓練参加状況一覧表 別紙資料参照 

 

行事・国際委員会 

 

事業報告 

1. 県連行事委員会への出席 

（２０１４／.5/1６・７／1１・９／１３・1１／１４・２０１５／１／１６・３／１３） 

2. 地区行事委員会の開催 

（２０１４／4／２７・6／1５・8／３１・10／１９・12／２１・２０１５／2／１５） 

3. 地区行事の運営、支援 

緑の募金    201４.04 

     スカウトの日  201４.09 

     ビーバーラリー 201５.03 

4. 第２３回世界ジャンボリー実行委員会への参画 

5. ビーバーラリーへの参画 

6. 海外派遣面接(フィルモント派遣、スカウト・オーストラリア短期留学派遣 

評価反省 

・仕事、家庭の事情等で、行事委員会に出席することができないことが多かった 

・野舎営届、県外旅行申請書の提出が遅れることが多かった 

・地区備品（ラリーの横断幕等）管理保管されている団の把握をするとよい 
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総務委員会 

  

事業報告  

１．地区総会の運営実施 

２．インシデント報告の水平展開・・・2個団の報告を委員会内展開 

３．第3回チャリティーボーリング 地区予選に44名が参加、県大会に5名参加して総合優勝、 

個人2位、3位に入賞 

４．カブラリーへ救護班として支援地区内重要会議記録（地区委員会、団委員会、県連総務委員会） 

配信し、ポイントについて解説を行う 

５．団総会の“あり方”について討論・・・イベントと合わせて開催し多数の参加者を得ている、 

またはスカウトの活動発表を取り入れている等の活性化団がありました。 

６．一般保険（そなえよ常に保険以外）の事例研究の第1歩を踏み出した、今後多数の事例を 

取り上げていきます 

７．総務委員の役務について、団活塾編集資料により解説 

 

評価反省 

    １、委員会出席状況（12/14 現在） 

      全体平均出席率 87/138＝0，63 

会議への出席率63％と低い状況であり、改善が必要である。 

    ２、安全活動としてインシデント報告の水平展開2件、今後多数発表を期待します 

３、地区内主要会議の配信・重要ポイント解説して委員会内情報共有できた、各団への 

      情報伝達の改善が望まれる 

４、チャリティーボーイング大会に参加者多数あり、コミユニケーション向上と県連への寄付金

34,500円を納める事が出来た 

５、団総会のあり方について討論し、各団の現況が概ね把握できた。 

      見本となる総会資料を基に総会資料のフォーマット作成を今後の課題にします 

６、団財政の改善に向けた活動事例発表を行い参考に出来る内容がありました 

      ・地域イベントに参加し飲食販売  ・黄色いレシート（イオン）・空き缶回収 

 

尾張東地区ローバース Frontier 

事業報告 

1. 年1回の総会と4回の定例会 

 総会：15名＋地区外3名 

第1回参加者：12名＋地区外1名 

 第2回参加者：15名＋地区外3名 

第3回参加者：12名＋地区外4名 

第4回参加者：14名＋地区外1名 

2. 5月小牧山親子ラリー奉仕 参加者：8名 

3. 地区VSフォーラム運営 参加者：13名 

4. 夏季アクティビティ 参加者：7名 

5. 地区VSアフターフォーラム運営 参加者：9名 

6. 尾張ブロック意見交換会 参加者：19名 

7. 冬季アクティビティ 参加者：2名 

  8. 地区BVSラリー奉仕 参加者：16名 

9. 地区RS野営法 参加者：8名 

 

評価反省 

5月小牧山親子ラリー奉仕 

 ・モンキーブリッジのポイントの設営、運営、撤収の奉仕を行いました。 

 ・人数が多めにいたので、依頼事項にも対応することが出来た。 

地区VSフォーラム、VSアフターフォーラム運営 
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 ・事前にファシリテートの勉強を行うなど、事前準備を念入りに行えた。 

 ・スカウト進歩委員会とうまく連絡がとれていなかった。 

・新しいディスカッションの方式を取り入れ、VSが話しやすい環境を作ることが出来た。 

・会議不足でRSがうまく進めることが出来ていなかった。 

夏季、冬季アクティビティ 

 ・年間計画通りに年2回行うことが出来た。 

    ・準備期間をうまく利用できていなかったため、直前で作る資料がかなりあった。 

全体を通して 

・昨年度よりかなりの参加者がいた 

どの行事も昨年度よりも 2 倍近くの参加者がいた。地区ローバースに来てくれた人が色々と

呼びかけてもらったので、参加者を増やすことが出来た。来年度以降もこのように呼びかけてい

きたいと考えています。 

・準備会議をうまく活用できていなかった 

準備会議の際に資料やスケジュールの調整不足が多く、開催直前にて色々と準備することが

多々あった。これからは、スケジュールを事前に立て、資料の作成や会議を円滑に進められるよ

うにする。 

・様々な行事を行うことが出来た 

当初の予定よりも多く行事を行い、様々な交流を図れました。しかし、最初から年間計画に入

っていた行事の運営が厳かになったりもしたので、その部分は改善すべきと考えています。 

団ごとの地区RSの活動参加者 

 地
区
Ｒ
Ｓ
総
会 

第
１
回
定
例
会 

第
２
回
定
例
会 

第
３
回
定
例
会 

第
４
回
定
例
会 

小
牧
山
親
子
ラ
リ
ー 

地
区
Ｖ
Ｓ
フ
ォ
ー
ラ
ム 

地
区
Ｖ
Ｓ
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム 

夏
季
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ 

冬
季
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ 

尾
張
ブ
ロ
ッ
ク
意
見
交
換
会 

地
区
Ｂ
Ｖ
Ｓ
ラ
リ
ー
奉
仕 

地
区
Ｒ
Ｓ
野
営
法 

尾張旭1 団 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1  

瀬戸1 団              

瀬戸6 団 1 1 1  1 1 1 1 1 1 1 1 1 

日進1 団 2 1 2 1    1 1  1 1  

日進2 団              

長久手1 団 1  1 1 1  1  1  1  1 

春日井2 団           1   

春日井3 団 1    1         

春日井4 団 4 3 2 2 2 1 4 2 2  4 3 1 

春日井5 団              

春日井8 団 1             

春日井10 団           1 1  

小牧1 団  2 2 2 2 3 1 1   2 2 2 

小牧2 団      1        

北名古屋1 団 1 1 2  1  1 1   2 1  

北名古屋2 団 1  1 1 1  1    1 1  

大口1 団              

岩倉1 団              

江南1 団              

江南3 団  1      1    1  

犬山5 団              

犬山7 団 1 1 2 3 3 1 1  1  3 3 2 

清須1 団 1 1 1 1 1  2 1   1 1 1 
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コミッショナーグループ 

 

１ 事業報告 

（１）地区コミッショナー 

①地区コミッショナー会議の開催  

 6回（4月20日、6月22日、7月21日、8月24日、10月26日、12月20日、2月22日）  

②隊長ラウンドテーブルの開催［上段：開催日、下段：出席隊数／出席率（％）］  

部門 隊数 第１回 第２回 第３回 第４回 第５回 第６回 第７回 第８回 

BVS 22 
5/25 6/22 7/27 9/28 10/26 11/24 1/25 3/15 

13/59 13/59 12/55 13/59 14/64 18/82 21/95 18/82 

CS 23 
5/25 6/22 7/27 9/28 10/26 11/24 1/25 3/22 

20/87 19/83 16/70 17/74 18/78 18/78 16/70 17/74 

BS 23 
5/25 6/22 7/27 9/28 10/26 11/24 1/25 3/22 

17/74 16/70 19/83 21/91 18/78 17/74 19/83 18/78 

VS 23 
5/25 6/22 7/27 9/28 10/26 11/24 1/25 3/15 

14/61 16/70 11/48 13/57 17/74 13/57 14/61 13/57 

RS 22 
6/22 9/28 11/24 1/25 

－ － － － 
4/18 4/18 中止 2/9 

③加盟登録審査の開催  

平成2７年2月７日（土）、８日（日） 全２３個団出席 

④県連盟コミッショナー研究集会への参加 

・地区コミッショナー会議 ５回［地区コミ対象：4/15、10/6、12/1  

全コミ対象：7/5（8名）、1/31-2/1（8名）］ 

・部門別コミッショナー［BVS、BS：11/29、CS：6/21、12/6、VS：6/21、12/6、RS：

5/10］ 

・団担当コミッショナー研究集会［10/25 団担当1名］ 

 

(２)団担当コミッショナー 

団訪問記録 (担当以外の訪問記録も含む) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①定例会合を４回実施した。 

②団合併後の団活動について、団委員長他、関係者の評価を確認して、改善されていることを確認した。 

③団訪問は担当する団への訪問を情報聴取、提案、協議など目的を持って実施するようにした。 

団 名 訪問日 担当 団 名 訪問日 担当 

犬山５ 4/19・6/21・

11/15・2/21 

佐藤 春日井３ 4/13 椎葉 

犬山７  小林 春日井４  高多 

岩倉１ 5/24,6/27 小林 春日井５ 6/29 高多 

大口１ 6/28, 9/27､3/28 小林 春日井８ 12/12 林 

江南1 5/24 串崎 春日井10  椎葉 

江南3  高多 瀬戸１ 7/6 椎葉 

北名古屋１ 12/22 小林 瀬戸６ 9/23 佐藤 

北名古屋２ / 林 尾張旭１ 11/2,1/21 串崎 

清須１  串崎 長久手１ 6/1,6/18,11/19 椎葉 

小牧１  林 日進１  串崎 

小牧２  高多 日進２ 7/19 佐藤 

春日井２  林    
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④団の継続登録審査の準備と実施に協力した。 

 

２ 評価反省 

（１）地区コミッショナー 

・ＲＴにおける研修機能を強化し、各隊隊長の研鑚の場となるよう工夫を重ねた。しかしながら、ＲＴの出席率

が上下部門で低い傾向にあり、各隊指導者の知識、技術、ノウハウの差が顕著になってきた。今年度から指導

者の資質向上に重点を置いた指導者育成だったが、まずは指導者の研鑚意識の醸成が必要である。 

・該当団を絞り込んだ団訪問を継続し、各団の支援すべきポイントがみえてきた。加盟登録審査でも一歩踏み込

んだ検討ができたと評価する。今後はポイントに対する支援策を具体化していく。 

（２）ビーバー部門 

・プログラムのヒントや展開について協議・検討し、自隊のプログラム向上に努めることができた。また、上進

時期の変更に伴うプログラムの修正と質の向上のために支援を継続していきたい。 

・「ビーバーラリー」をとおして、ベンチャースカウトやローバースカウトと協働し、この運動の累進性を確認す

ることができた。このことを隊集会プログラムへつなげられるように他部門の理解を深められるように取り組

みたい。 

・この部門にふさわしいスカウト技能のプログラム展開は理解不足と見受けられるため、更なる知識や技能の研

鑽を必要と考える。そのためにも指導者研修への参加を促していきたい。 

（３）カブ部門 

・ＲＴへの参加率向上を目指し、課題研究の一環としてプログラム一部改正に対応した年間プログラムの検討な

ど情報共有の場を設けたことにより、前年度を上回る７６％の参加率となった。 

・９月に新城吉川野営場で開催された実修所への参加を促すため、ＲＴの中でスキルトレーニングに取り組んだ

ことにより、３名の隊長の参加につながった。 

・くま集会の取り組みについて6月の第2回ＲＴから実施有無、内容等について議論が行われ試行的に次年度

の6月に友団での開催することになった。 

（４）ボーイ部門 

・本年度は昨年度評価で未達成とした指導者の野営技能の向上および進歩・進級に関する知識・事務手続きの指

導について、重点をおいて取り組んだ。 

・野営技能の向上については11月に隊長ラウンドテーブルと地区定形外訓練とを連動させ、「野営法研修会」

を開催し、23個団中17個団のBS隊指導者の参加を得て実施した。全隊の指導者が参加しなかったのは残

念であったが、地区としてスカウトに対しベーシックな野営指導を行える土台作りとなったと評価できる。次

年度以降、各隊での野営実施状況を確認し評価することが必要である。 

・進歩については、菊スカウト申請数は今年度3５名と昨年度より若干減少した。ジャンボリー等のイベント

がない年は進級がおろそかになる傾向があるため、進歩の重要性を隊指導者にさらに意識させる取り組みが必

要である。 

  なお、年間プログラムの記載項目の確認、進歩記録の管理方法については隊長ラウンドテーブルでの研究テ

ーマに取り上げ、様式の統一や簡便な記録方法の紹介等により、昨年度と比べて各隊の進歩事務に貢献でき

た。 

・隊長ラウンドテーブルへの各隊指導者の出席率は平均して80%以上あり、不参加隊は限定されている。一方

で副コミッショナーによる隊訪問はわずかしか出来なかった。団担当コミッショナーと協働した不参加団への

促しおよび、小人数隊を中心とした隊訪問を行い、個別の隊運営支援を行うことが継続課題である。 

（５）ベンチャー部門 

・地区ＶＳ集会を企画するも、参加ＶＳの数が少なく、当初の目的を達成できなかった。また、スカウトフォー

ラムについても、参加団かごく僅かで、参加人数も少ない事は、各隊指導者のこの取り組みへの意識の低さがあ

ると感じたとともに、ＲＴ等における指導等も十分に出来ていない結果であると反省する。 

・富士章については年度初めは２名を見込んでいたが、結果３名のスカウトを輩出できたことは評価できると考

える。 

（６）ローバー部門 

・RTに関しては、今年は3回になってしまったが、テーマを設けて実施した。しかし、出席率は上がらなかっ

た。情報の伝達の仕方、会議のやり方も含め検討する必要がある。 

・地区ローバースの活動については、前年に比べると充実してきており、参加者も増えてきている。さらなる内

容の充実のため、対外的な活動、社会的奉仕に繋がる内容を取り入れていけるよう、アドバイザーと協力してい

く。 

・英国エディンバラ公国際アワードが新設されてから 1 年が経つが、なかなか周知できていないのが現状であ
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る。ただし、2名のスカウトが挑戦してくれており、今後更に挑戦者を増やせるよう、アワードリーダーと協力

していく必要がある。 

 

（７）団担当コミッショナー 

・今期も６名で担当できて活動した結果、各団の運営面での課題などの協議が出来たが、改善が急がれる団の多

くの課題など、成果が出るまでには至っていない。内容について、該当団との話し合いは団継続登録審査でも

行った。 

・団継続登録審査での内容を見直しして、改善を図った。（スカウトの進歩について団の隊指導者と担当副コミと

の話し合いの時間を設けた。） 

・団担当コミッショナーの活動について多くの課題を確認できた。 

・団活塾で作成した「団委員の手引き」を地区で発行して、来期は団担当コミッショナーが開催運営を担当して、

３地域でそれぞれ２回、計６回学習会を開催することを準備できた。 

 

 

事務局 

 

事業報告 

①愛知連盟 事務長会議 

     年3回 平成26年6月２９日、1１月2０日、平成2７年3月1７日 

②地区委員会／団委員長会議の招集開催 

     地区委員会  9回開催 

     団委員長会議 ３回開催 

③会議資料作成などの事務作業 

県連等による配布資料の分配、情報伝達のペーパーレス化 

④行事費、登録費等会計に関わる資金管理 

 

評価反省 

事務長会議、諸会議において情報収集交換を積極的に行い、地区への情報展開を速やかに行い諸事項につい

て総務委員会との協働で遅滞なく各団宛展開することができた、次年度の情報展開も総務委員会と協働で遅

滞なく行う。 
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第２号議案 平成2６年度決算・会計監査報告の件 

決算 
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第３号議案 地区役員選任の件 

尾張東地区 役員 
 
役務  氏名 所属 

協議会会長  横 江 昭 憙 日 進 第 ２ 団 

協議会副会長 

 

 舩 橋 鐸 夫 小 牧 第 1 団 

 中 村 倫 之 小 牧 第 １ 団 

地区委員長  井 上   勲 小 牧 第 ２ 団 

地区副委員長 

 

 中 村 友 一 北 名 古 屋 第 ２ 団 

 佐 々 由 高 犬 山 第 ７ 団 

地区コミッショナー 中 谷  洋 小 牧 第 １ 団 

地区副コミッショナー 
BVS 

林 由 美 子 尾 張 旭  第 1 団 

石 川 保 子 江 南 第 1 団 

CS 
水 谷 英 一 江 南 第 1 団 

伊 藤 克 敏 春 日 井 第 ４ 団 

BS 
古 木 啓 介 小 牧 第 １ 団 

宮 下  彰 洋 犬 山 第 ７ 団 

VS 
小 林 弘 幸 春 日 井 第 ８ 団 

佐 藤  精 日 進 第 ２ 団 

RS 水 谷 優 介 春 日 井 第 ２ 団 

団担当コミッショナー 

 

串 崎 武 志 春 日 井 第 １ ０ 団 

高 多 宣 彰 日 進 第 1 団 

小 林 泰 陸 春 日 井 第 ４ 団 

林  尊 浩 瀬 戸 第 ６ 団 

佐 藤 慶 子 春 日 井 第 ２ 団 

椎 葉 育 美 江 南 第 ３ 団 

組織・拡充委員長 椎 葉 浩 志 江 南 第 ３ 団 

組織・拡充副委員長 

 

青 木 正 士 春 日 井 第 ４ 団 

板 津  尚 犬 山 第 ５ 団 

指導者トレーニング委員長 伊 吹  登 長 久 手 第 １ 団 

指導者トレーニング副委員長 

 

鈴 木 覚 春 日 井 第 ５ 団 

山 口 貴 美 江 春 日 井 第 １ ０ 団 

スカウト進歩委員長 中 村 隆 二 春 日 井 第 ２ 団 

スカウト進歩副委員長 

 

八 橋   隆 江 南 第 1 団 

金 田  高 日 進 第 ２ 団 

行事・国際委員長 井 上 文 義 瀬 戸 第 １ 団 

行事・国際副委員長 間 下 伸 一 清 須 第 １ 団 

総務委員長 大 谷  茂 北 名 古 屋 第 １ 団 

総務副委員長 田 口 澄 雄 瀬 戸 第 ６ 団 

事務長 平 野 嘉 彦 北 名 古 屋 第 １ 団 

副事務長 中 村 里 美 北 名 古 屋 第 ２ 団 

会計係 志 水  幹 日 進 第 ２ 団 

ローバース代表委員 水 野 宏 紀 春 日 井 第 ４ 団 

佐 藤  遥 小 牧 第 １ 団 

監事 

 

 伊 藤 敏 行 江 南 第 ３ 団 

河 合 正 治 大 口 第 １ 団 
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別 紙 参 照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４号議案 平成２７年度事業計画の件 
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第５号議案 平成2７年度予算案の件 

予算 
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平成２６年度 隼スカウト・富士スカウト 伝達者名簿 ( 取 得 順 ) 

 隼スカウト                富士スカウト 

・犬山第７団   島村真人            ・春日井第２団  舩橋菜月 

・瀬戸第１団   松原彩香            ・春日井第８団  村瀬颯馬 

・江南第１団   岸  諒            ・瀬戸第１団   松原彩香 

・春日井第３団  波多野春菜 

・春日井第２団  原崎沙織 

・春日井第８団  上田貴大 
 
 
 

平成２６年度運営委員会出席状況表 

 

スカウト進歩委員会 

  出席/開催 出席率 
 

  出席/開催 出席率 

犬山第５団 3/6 50 清須第１団 ４/6 66.6 

犬山第７団 ５/6 83.3  江南第１団 ６/6 100 

岩倉第１団 １/6 16.6  江南第３団 6/6 100 

大口第１団 6/6 100  小牧第１団 ５/6 83.3 

尾張旭第１団 5/6 83.3  小牧第２団 6/6 100 

春日井第２団 6/6 100  瀬戸第１団 5/6 83.3 

春日井第３団 2/6 33.3  瀬戸第６団 5/6 83.3 

春日井第４団 １/6 16.6  長久手第１団 ３/6 50 

春日井第５団 6/6 100  日進第１団 ６/6 100 

春日井第８団 ４/6 66.6  日進第２団 ６/6 100 

春日井第１０団 6/6 83.3     

北名古屋第１団 ５/6 83.3     

北名古屋第２団 ４/6 66.6     

 

行事・国際委員会 

  出席/開催 出席率 
 

  出席/開催 出席率 

犬山第５団 0/6 0 清須第１団 6/6 100 

犬山第７団 5/6 83.3  江南第１団 5/6 83.3 

岩倉第１団 0/6 0  江南第３団 3/6 50 

大口第１団 １/6 16.6  小牧第１団 3/6 50 

尾張旭第１団 4/6 66.6  小牧第２団 0/6 0 

春日井第２団 3/6 50  瀬戸第１団 4/6 66.6 

春日井第３団 0/6 0  瀬戸第６団 1/6 16.6 

春日井第４団 2/6 33.3  長久手第１団 1/6 16.6 

春日井第５団 4/6 66.6  日進第１団 5/6 83.3 

春日井第８団 0/6 0  日進第２団 6/6 100 

春日井第１０団 5/6 83.3     

北名古屋第１団 4/6 66.6     

北名古屋第２団 6/6 100     
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指導者トレーニング委員会 

  出席/開催 出席率 
 

  出席/開催 出席率 

犬山第５団 6/6 100 清須第１団 6/6 100 

犬山第７団 6/6 100  江南第１団 5/6 83.3 

岩倉第１団 6/6 100  江南第３団 6/6 100 

大口第１団 2/6 33.3  小牧第１団 6/6 100 

尾張旭第１団 5/6 83.3  小牧第２団 6/6 66.7 

春日井第２団 5/6 83.3  瀬戸第１団 2/6 33.3 

春日井第３団 1/6 13.3  瀬戸第６団 2/6 33.3 

春日井第４団 5/6 83.3  長久手第１団 6/6 83.3 

春日井第５団 6/6 100  日進第１団 6/6 100 

春日井第８団 4/6 66.7  日進第２団 6/6 100 

春日井第１０団 5/6 83.3     

北名古屋第１団 5/6 83.3     

北名古屋第２団 4/6 66.7     

 

組織・拡充委員会 

 出席/開催 出席率   出席/開催 出席率 

犬山第５団( 6/6 100  清須第１団 4/6 67 

犬山第７団 4/6 67  江南第１団 ６/6 100 

岩倉第１団 0/6 0  江南第３団 6/6 100 

大口第１団 4/6 67  小牧第１団 5/6 83.3 

尾張旭第１団 0/6 0  小牧第２団 4/6 67 

春日井第２団 4/6 67  瀬戸第１団 6/6 100 

春日井第３団 3/6 50  瀬戸第６団 6/6 100 

春日井第４団 6/6 100  長久手第１団 0/6 0 

春日井第５団 6/6 100  日進第１団 5/6 83 

春日井第８団 4/6 67  日進第２団 6/6 100 

春日井第１０団 5/6 83     

北名古屋第１団 3/6 50     

北名古屋第２団 5/6 83     

 

総務委員会 

 出席/開催 出席率   出席/開催 出席率％ 

犬山第５団 2/6 33.3 清須第1団 2/6 33.3 

犬山第７団 3/6 50.0 江南第１団 5/6 83.3 

岩倉第１団 0/6 0 江南第３団 4/6 66.7 

大口第１団 5/6 83.3 小牧第１団 3/6 50.0 

尾張旭第１団 4/6 66.7 小牧第２団 0/6 0 

春日井第２団 5/6 83.3 瀬戸第１団 3/6 50 

春日井第３団 5/6 83.3 瀬戸第６団 6/6 100 

春日井第４団 5/6 83.3 長久手第１団 4/6 66.7 

春日井第５団 5/6 83.3 日進第１団 3/6 50 

春日井第８団 5/6 83.3 日進第２団 5/6 83.3 

春日井第１０団 4/6 66.7    
北名古屋第１団 5/6 83.3    

北名古屋第２団 6/6 100    
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表彰関連 

 

平成２６年度表彰履歴(敬称略) 

日本連盟 

かっこう章 
中谷  洋 小牧第１団 

中村 里美 北名古屋第２団 

特別 

年功章 

５年 ２５名 伝達 

１０年 １３名 伝達 

１５年 ７名  伝達 

２０年 １４名 伝達 

団50年章 江南第１団、春日井第３団 

隊褒彰綬 

5年 犬山７ BV･CS･BS･VS･RS 

20年 江南３ RS 

25年 
江南１ BV, 尾張旭１ BV,  

長久手１ BV 

30年 
北名古屋２ VS、長久手１ RS、 

春日井４ RS、春日井８ VS 

35年 岩倉１ VS、春日井３ CS 

40年 小牧２ CS, BS 

45年 江南１ VS、小牧１ CS 

50年 江南１ BS、春日井３ BS 

愛知連盟 

県連有功章 

村瀬 廣子 日進第２団 ボーイ副長 

伊藤 栄志 江南第３団 ボーイ副長 

永井 昌子 江南第３団 カブ副長 

藤井 孝之 小牧第２団 ベンチャー隊長 

小倉 正啓 犬山第７団 ボーイ隊長 

顕彰記章 

星野  輝 日進第1団 RS 

水野 宏紀 春日井第４団 RS 

梶谷 光平 長久手第１団 RS 

蟹江 志保 日進第２団 RS 

組織拡充顕彰 江南第１団  
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尾張東地区トレーニングチームメンバー 

 NO 役  務 氏  名 所 属 団 

日
本
連
盟 

１ リーダートレーナー 見 平  隆 岩 倉 第 １ 団 

２ リーダートレーナー 井 上  勲 小 牧 第 ２ 団 

３ リーダートレーナー 伊 吹  登 長 久 手 第 １ 団 

４ リーダートレーナー 中 村 倫 之 小 牧 第 １ 団 

５ リーダートレーナー 岩 田 秀 雅 春 日 井 第 ８ 団 

６ アシスタントリーダートレーナー 森  裕 次 瀬 戸 第 ６ 団 

７ アシスタントリーダートレーナー 椎 葉 育 美 江 南 第 ３ 団 

８ アシスタントリーダートレーナー 中 村 友 一 北 名 古 屋 第 ２ 団 

９ アシスタントリーダートレーナー 中 谷   洋 小 牧 第 １ 団 

10 アシスタントリーダートレーナー 中 谷 真 里 小 牧 第 １ 団 

11 アシスタントリーダートレーナー 日 比 野  良 治 江 南 第 3 団 

12 アシスタントリーダートレーナー 林  由 美 子 尾 張 旭 第 1 団 

13 アシスタントリーダートレーナー 鈴 木  覚 春 日 井 第 ５ 団 

14 アシスタントリーダートレーナー 山 口 貴 美 江 春 日 井 第 １ ０ 団 

県
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
チ
ー
ム 

１ チームスタッフ 宮 下 彰 洋 犬 山 第 ７ 団 

２ チームスタッフ 水 谷 優 介 春 日 井 第 ２ 団 

３ チームスタッフ 小 林 弘 幸 春 日 井 第 ８ 団 

４ チームスタッフ 休務 河 村 武 人 北 名 古 屋 第 １ 団 

５ チームスタッフ 植 木 治 雄 北 名 古 屋 第 １ 団 

６ チームスタッフ 石 川 保 子 江 南 第 １ 団 

７ チームスタッフ 古 木 啓 介 小 牧 第 １ 団 

８ チームスタッフ 栗 本 雅 仁 小 牧 第 １ 団 

９ チームスタッフ 休務 伊 藤 宏 享 瀬 戸 第 １ 団 

10 チームスタッフ 林  尊 浩 瀬 戸 第 ６ 団 

地
区
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
チ
ー
ム 

1 チームスタッフ 古 川 秀 晴 犬 山 第 ７ 団 

２ チームスタッフ 小 林  志 穂 春 日 井 第 ２ 団 

３ チームスタッフ 岩 田 み ど り 春 日 井 第 ８ 団 

４ チームスタッフ 小 林 泰 陸 春 日 井 第 ４ 団 

５ チームスタッフ 伊 藤 克 敏 春 日 井 第 ４ 団 

６ チームスタッフ 中 村 里 美 北 名 古 屋 第 ２ 団 

７ チームスタッフ 水 谷 英 一 江 南 第 １ 団 

８ チームスタッフ 椎 葉 浩 志 江 南 第 ３ 団 

９ チームスタッフ 石 原 昌 幸 江 南 第 ３ 団 

10 チームスタッフ 舩 橋 鐸 夫 小 牧 第 1 団 

11 チームスタッフ 古 木 渉 太 小 牧 第 １ 団 

12 チームスタッフ 開 内 佐 恵 子 小 牧 第 １ 団 

13 チームスタッフ 山 梨 智 恵 長 久 手 １ 団 

14 チームスタッフ 佐 藤  精 日 進 第 ２ 団 

 

 

トレーニングチーム／救急チーム／WEBチーム 
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尾張東地区救急チームメンバー 

No 役務 氏  名 所 属 団 

1 チ ー フ 小 林 泰 陸 春 日 井 第 ４ 団 

2 サ ブ チ ー フ 高 多 宣 彰 日 進 第 1 団 

3  横 江 昭 憙 日 進 第 ２ 団 

4   串 崎 武 志 春 日 井 第 １ ０ 団 

5 事 務 局 中 村 里 美 北 名 古 屋 第 ２ 団 

6   増 田 恵 子 春 日 井 第 ５ 団 

7   片 谷  文 春 日 井 第 ５ 団 

8   松 本 陽 子 春 日 井 第 2 団 

9   水 野  勲 春 日 井 第 ８ 団 

10   五 井  忍 春 日 井 第 ４ 団 

11   西 下 秀 志 北 名 古 屋 第 2 団 

12   椎 葉 浩 志 江 南 第 ３ 団 

13   杉 本 京 子 犬 山 第 ５ 団 

14   伊 佐 治 知 加 子 日 進 第 2 団 

15   勝 田 裕 子 日 進 第 2 団 

16   三 宅 裕 子 瀬 戸 第 １ 団 

17  藤 井 孝 之 小 牧 第 ２ 団 

18  伊 藤 栄 志 江 南 第 ３ 団 

19  平 野 嘉 彦 北 名 古 屋 第 １ 団 

20  原 宏 太 郎 春 日 井 第 １ ０ 団 

21  小 川 万 里 子 瀬 戸 第 ６ 団 

 

尾張東地区WEBチームメンバー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No 役務 氏  名 所 属 団 

1 ス タ ッ フ 椎 葉 浩 志 江 南 第 ３ 団 

2 ス タ ッ フ 石 原 昌 幸 江 南 第 ３ 団 
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各団定型・定形外訓練参加状況一覧表 
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日本ボースカウト愛知連盟尾張東地区 

危機管理委員会規程 
 

第１章 総則 

     本委員会は、日本ボーイスカウト尾張東地区における危機管理に関して必要な事項を定め、 

もって危機の防止および地区としての損失の最小化を図るため、地区規則第５８条に基づき 

設置する。 

 

（目的） 

第１条  本委員会は、本地区における危機管理に関するリスクを最小限に留めるための情報および、発生

した問題を一元的に管理、把握し、問題の迅速な防止策の検討、策定等について地区として取組

むため、必要な事項について定める事を目的とする。 

 

（任務） 

第２条  本委員会は、地区委員会の下に置き、ボーイスカウト運動における活動等に支障を  

及ぼすあらゆる危機要因を予測し、可能な限りこれを排除、又はこれによる被害を 最小限に 

留めるために、次の事項について策定・調整・支援することを任務とする。 

（１）本地区に存在するリスクを常に把握・評価し、重要度の高いリスクを抽出し対策を策定する。 

（２）本地区の常設委員会等各種委員会の活動を始めとして隊・団及び県連盟に対して、 

危機管理の側面から問題提起や調整・支援を行う。 

（３）本地区において発生した問題における対応および防止策の検討、策定等を行う。 

 

第２章 構成及び組織 

（構成） 

第３条  本委員会は、次に掲げる者を持って構成する。 

    （１）委員長     １人 

    （２）副委員長    ２人 

    （３）委員      常設委員会の中から、および特別に委員長が承認したもの 

    （４）事務局     本地区事務長   

 

（委員長） 

第４条  委員長は地区委員長がこれにあたり、委員会を統括する。 

 

（副委員長） 

第５条  副委員長は副地区委員長および地区コミッショナーがこれにあたり、委員長を補佐する。 

 

（委員） 

第６条  各委員は、それぞれの委員会の代表として参画し、各委員会への情報伝達及び問題解決に当たる。 

 

（事務局） 

第７条  事務局は、本地区事務局に置くものとする。 

 

第３章 委員会 

（開催） 

第８条  本委員会は、委員長が必要に応じ開催する。ただし、軽微な事項については、 

文章による回覧審議とすることができる。 
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（審議事項） 

第９条  本委員会は、次の事項を調査・審議する。 

     （１）各委員会に対する活動状況の確認及び危機管理の方針の決定 

      ①各活動の危機管理に関する基本的な取り組みに対する指針 

      ②必要な調査の依頼 

     （２）本地区としての危機管理システムの維持・改善 

      ①危機管理に関する本地区ルール等の起案・評価 

      ②本地区の危機管理活動の具体的展開の促進 

     （３）危機事態発生時、これを解決するために基本的な対応策を協議、決定して対策を促進し、

各委員会との調整及び支援を行う。 

     （４）その他、本地区の活動に対する危機管理に関する事項の指導・助言 

 

（議事録） 

第１０条  本委員会の議事録は、事務局が作成する。 

   

（報告） 

第１１条  討議結果については、上記議事録を基に地区委員会に報告する。 

 

第４章 補足 

（定期的見直し） 

第１２条  本規程は、定期的に３年を超えない範囲で見直しを行う。 

 

（改廃） 

第１３条  本規程の改廃の起案は、事務局が行い、地区コミッショナーが照査のうえ、本委員会で審議し

決定する。 

      ただし、軽微な変更については、委員長の判断に基づき上記手続きの一部又は全部を省略する

ことができる。 

 

附則   本規程は、平成２７年度「地区協議会総会」の翌日から施行する。 

     本地区における「危機管理体制（事故発生時の対応）」は別に定める。 
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